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“地域の森林を支える高度で専門的な能力を持つ人材を養成 
‾　●森林管理コース　●林業技術コース　●木造設計コース 

一一　定　員：30人（各コース1－0人程度） 
ii‾二　開講時期：平成30年4月（予定） 

三　研修期間：1年間 
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